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 御宿小学校更新に関して、御宿台の竹むら前に小中を統合した形での移転を提案いたします。 

 

【財源】 

これまでにおこなわれた経過説明会の資料によれば、御宿台移転には土地取得費用がかかり、事業費が

過大となるため除外するとあります。 

一方、町ウェブサイトで公開されている「公共施設等総合管理計画」によれば、公民館の改修費用とし

て今後 5年間に 5.7億円、B&G 体育館の改修にも同じく 1.9 億円が計上されています。 

これら両施設の改修工事を一旦凍結もしくは必要最低限の改修に留めることで、御宿台の土地取得費

用は十分に捻出できるものと考えます。（※両施設の今後のあり方については後述します） 

 

【立地】 

 候補となっている御宿中学校および布施小学校の立地はどちらも町中心部からは少し離れており、移

転後のスクールバス運行などが検討課題となっています。 

 御宿台は市街地からは離れているものの（逆に地図上で見れば町の中央に近い）、今や町内最大人口を

抱える行政区であり、御宿小学校に通う児童数も御宿台が最多であることから、御宿台移転には十分な合

理性があります。 

 こども園に通う子がいる家庭では、送迎が必要な場合の動線がひとつで済むようになります。 

 

【安全性】 

 ご承知のとおり御宿台は強固な地盤の高台であり、地震、津波といった災害の心配はほぼありません。

また、経験的に台風などによる停電にも町内他地区より強く、復旧も早いと思われます。 

 学校施設としてだけでなく、有事の際の町民の避難所としての活用を視野に入れた場合には最適な環

境と言えます。 

 また、目の前に広域消防御宿分署があり、学校内での事故や急病などについても迅速な対応が期待でき

ます。 

 

（裏面に続く）  



【小中統合】 

 ここで言う統合とは、小中一貫教育（ソフト面）を目的としたものではなく、施設の共有による有効活

用（ハード面）を目的とします。 

 現在の御宿中学校は各学年 1 学級の 3 学級しかなく、体育館や特別教室などのキャパシティーを持て

余している状態であり、この状態で新たに同様の施設を持つ小学校を単独で設置することは施設有効活

用の観点から合理性を欠きます。御宿台への移転を抜きにしても、小中は同一敷地内に統合し、施設を共

有することが最も現実的な選択肢ではないでしょうか。 

 さらには給食用の調理室を設け、現在勝浦市に委託している給食を校内にて調理、提供する体制を整え

ることが望ましいと考えます。 

 

【移転後の施設活用】 

 これまで書いた御宿台への小中統合形式での移転の際には、以下の施策もセットで実施します。 

 

 先述のとおり B&G 体育館は今後 5 年間に 1.9 億円かけて改修し、令和 23 年度からは建て替え費用と

して 3.2 億円の支出が見込まれています。御宿中学校の体育館は当面大規模な改修の必要なく使用が可

能なため、B&G体育館を廃止し、御宿中学校体育館をB&G体育館に転用します。 

 御宿中学校体育館は柔道場や剣道場も備えることから、バレーボールと空手など複数団体の同時利用

なども可能となり、町民の利便性が向上します。 

 

 公民館も老朽化が進み、今後 5 年間に 5.7 億円の改修費用と 15 年後の令和 19 年度からは建て替えに

あたり 9.6 億円という多額の支出が見込まれるため、公民館を御宿中学校の校舎に移転します。 

 中学校は十分な数の教室があり、音楽室、図書室、調理室、視聴覚室などの特別教室を備えているため、

一部の教室を和室にリフォームするなど最小限の費用で現状の公民館機能をほぼ満たすことが可能で、

公民館に隣接する歴史民俗資料館も合わせて移転できるだけの空間的余裕もあると思われます。 

 また、エレベーターも設置されており、懸案のバリアフリー問題も解決します。 

 

御宿中学校の校庭はサッカーや野球の合宿誘致のための重要な資源とするほか、移転先の新たな学校

にはテニスコートを作らずに御宿台テニスコートを利用するなど、既存施設を有効に活用します。 

 

 このように小中統合校を御宿台に設置し、代わりに B&G体育館と公民館の機能を今の御宿中学校に移

すことで、B&G体育館にかかる費用（1.9+3.2=5.1 億円）と、公民館にかかる費用（5.7+9.6=15.3 億円）

の合わせて 20 億円以上の支出がなくなり、少なくとも御宿中学校の大規模改修が予定されている令和 38

年度までは施設維持にかかる費用負担の不安が払拭されます。 

 

単に御宿小学校の移転先の検討にとどまらず、町内公共施設全体を中長期的に見れば、御宿中学校か布

施小学校かの二択ではなく、御宿台に小中統合型の学校を設置することが最善と考えます。 

 

※当案に対しての見解についてご回答くださるようお願いします。 


